
補
正
予
算

◆
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
4

7
7
万
7
千
円
を
追
加
し
、

総
額
1
1
7
億
4
4
7
万
5

千
円
と
し
た
。

〈
歳
入
〉

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
・

繰
入
金
・
町
債
の
補
正

〈
歳
出
〉

総
務
費
・
民
生
費
・
衛
生

費
・
農
林
水
産
業
費
・
商
工

費
の
補
正

〈
全
員
賛
成
〉

人

事

◆
副
町
長
の
選
任
に
同
意

副
町
長
の
福
田
哲
也
氏
が

平
成
27
年
3
月
31
日
付
で
退

職
の
た
め
、
後
任
と
し
て
島

田
繁
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。

〈
全
員
賛
成
〉

条

例

◆
伊
奈
町
立
保
育
所
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
公
布
及
び
児
童
福
祉
法
が

改
正
さ
れ
た
た
め
、
保
育
時

間
の
拡
充
な
ど
所
要
の
改
正

を
す
る
。

〈
全
員
賛
成
〉

◆
伊
奈
町
公
益
的
法
人
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
職
員
を
派
遣
で
き
る
公
益

的
法
人
等
に
公
益
社
団
法
人

伊
奈
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
加
え
た
。〈

全
員
賛
成
〉

◆
伊
奈
町
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例地

域
の
自
主
制
、
自
立
制

を
高
め
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ

た
た
め
、条
例
を
制
定
し
た
。

〈
全
員
賛
成
〉

３３００％％ププレレミミアアムム付付商商品品券券
が発行されます！！

3
月
定
例
議
会
は
、
3
月
3
日
か
ら
3
月
22
日
ま

で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
25
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
は
2
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
1
件

は
可
決
さ
れ
残
り
1
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

一
般
質
問
で
は
、
8
人
の
議
員
が
町
政
に
対
し
質
問

し
ま
し
た
。

多多子子世世帯帯ににもも支支援援‼‼
※世帯に18歳未満3子目から1人7，000円の商品券
が発行されます。（7ページ参照）

子育て支援法が改正され
保育時間が拡充されました

職員を派遣できる公益的法人に
シルバー人材センターが加わりました

3月議案概要
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一
般
会
計

賛
成
討
論

青
木
久
男

い
な
穂
街
道
拡
幅
の
工
期

を
早
め
て
の
全
線
完
了
や
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
、
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
も
し
っ
か
り

盛
っ
て
あ
り
、
さ
ら
に
新
総

合
振
興
計
画
に
あ
る
将
来
の

伊
奈
町
像
を
も
見
渡
し
て
い

る
本
予
算
を
高
く
評
価
す
る
。

反
対
討
論

大
沢

淳

国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、

一
般
財
源
で
2
％
増
を
確
保

し
た
が
、
町
で
は
逆
に
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
本
来
確
保

さ
れ
て
い
る
財
源
が
不
十
分

だ
。
認
可
保
育
所
を
希
望
し

て
入
所
で
き
な
い
子
ど
も
が

多
数
い
る
。

国
民
健
康
保
険

賛
成
討
論

上
野
克
也

国
民
健
康
保
険
制
度
が
劇

的
に
変
化
す
る
中
、
必
要
な

経
費
を
適
切
に
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
低
所
得
者
に
配
慮

し
た
軽
減
の
拡
充
や
、
公
平

な
税
負
担
に
も
配
慮
し
、
加

入
者
に
配
慮
し
た
編
成
で
あ

る
。
特
定
健
診
も
受
診
率
県

内
1
位
で
当
局
の
努
力
が
見

ら
れ
る
。

反
対
討
論

水
上
邦
雄

国
に
よ
る
医
療
費
抑
制
施

策
は
患
者
負
担
増
、
給
付
削

減
と
医
師
や
入
院
病
床
な
ど

供
給
体
制
の
抑
制
で
あ
る
。

健
康
や
疾
病
、
経
済
的
要

因
も
影
響
す
る
。
貧
困
、
格

差
、
環
境
の
改
善
、
予
防
医

療
の
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
。

介
護
保
険

賛
成
討
論

奥
田
と
み
子

平
成
27
年
度
介
護
保
険
予

算
19
億
8
6
5
1
万
3
千
円

は
前
年
度
比
5
・
3
％
の
増
。

歳
入
は
保
険
料
9
・
7
％
増

を
見
込
む
な
ど
財
源
の
確
保

に
努
め
、
保
険
料
上
昇
の
抑

制
に
努
め
て
い
る
。
施
設
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
を
前
年
比

10
・
6
％
増
と
し
必
要
と
さ

れ
る
今
後
の
対
応
に
期
待
す

る
。反

対
討
論

水
上
邦
雄

介
護
保
険
料
15
段
階
に
な

る
。
住
民
税
本
人
非
課
税
で

も
5
万
2
2
0
0
円
の
負
担

は
重
い
。

要
介
護
1
と
2
は
特
養
入

れ
な
い
。
要
支
援
1
と
2
は

地
域
支
援
事
業
に
な
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
心
配
さ
れ
る
。

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

賛
成
討
論

上
野
克
也

こ
の
制
度
は
高
齢
化
社
会

を
展
望
し
た
新
た
な
医
療
制

度
と
し
て
、
7
年
を
経
過
し

今
で
は
高
齢
者
の
医
療
保
険

制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

本
予
算
は
制
度
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
高
齢
者
の
方
が

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

反
対
討
論

大
沢

淳

高
齢
者
を
別
枠
の
医
療
保

険
に
強
制
的
に
囲
い
込
ん
で

負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し

つ
け
る
制
度
だ
。

保
険
料
窓
口
負
担
の
軽
減

制
度
な
ど
、
町
の
高
齢
者
の

医
療
・
福
祉
制
度
の
充
実
が

必
要
だ
。

〈3月定例議会〉議員ごとの賛否結果
○…賛成 ●…反対

結

果

可決

可決

可決

可決

可決

否決

※議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

山
本

重
幸

※

※

※

※

※

※

村
山

正
弘

○

○

○

○

○

○

青
木

久
男

○

○

○

○

○

●

矢
部

松
男

○

○

○

○

○

○

大
谷

保
雄

○

○

○

○

○

●

佐
藤

弘
一

○

○

○

○

○

●

大
沢

淳

●

●

●

●

●

○

水
上

邦
雄

●

●

●

●

●

○

加
藤

利
明

○

○

○

○

○

●

上
野

克
也

○

○

○

○

○

●

奥
田
と
み
子

○

○

○

○

○

●

齋
藤

照
夫

○

○

○

○

○

○

毛
塚

眞
一

○

○

○

○

○

○

中
原

敦
子

○

○

○

○

○

●

上
野

尚
德

○

○

○

○

○

●

議員名

議案名

平成27年度伊奈町一般会計予算

平成27年度伊奈町国民健康保険特別会計予算

平成27年度伊奈町介護保険特別会計予算

平成27年度伊奈町後期高齢者医療特別会計予算

伊奈町介護保険条例の一部を改正する条例

企業・団体からの政党本部・支部等に献金の
禁止を求める意見書

討 論

3月議案概要
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